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[ 町の動き (8月 1 日現在) I 
世帯数一… . ..8 ， 129( - 1) 

人口 ......22 ，688(+20) 
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女・… ..11 ，840(+10)
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こ
の
シ
ス
テ
ム
は

、

皆
さ
ん
が
日
頃

い
思
わ
れ
て
い
る
年
金
巳
関
す
る
疑
問
・

.

質
問
巴
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
自
動
的
に

い
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

年
中
無
休
「
二
四
時
間
自
動
相
談
サ

.

ー

ビ
ス
」
で、

皆
さ
ん
か
ら
の
疑
問
・
質

日
間
巴
お
答
え
し

、

ま
だ

、

フ
ァ
ッ
ク
ス

・

で
の
相
談
巴
も
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

い
す
の
で

、

お
気
軽
巴
ご
利
用
く
定
さ
い
0

.

富
(
O八
二
)
二
二
七
!
八
八
四
四

(
広
島
市
)

年
金
電
話
番
は

、

あ
ら
か
じ
め
コ
ン

・

ビ
ュ
ー
タ
ー
に
年
金
に
関
す
る
身
近
な

F
F
b
E同
口
火
，
E川
園
田
川
又

4
4
4
2
+
A
1
Z
E
同
-
F
E
H
-
-
-
-

一

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
巴

.

よ
る
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

一
で
、

お
気
軽
仁
相
談
仁
お
越
し
下
さ
い
0

・

と
き
九
月
二

一
日

ω

午
前
九
時
三
O
分
j

午
後
六
時

・

と
こ
ろ
重
信
町
役
場

別
館
二
階
第
四
会
議
室

一
※
ご
自
分
の
年
金
番
号

、

か
わ
か
る
も
の

が
あ
り
ま
し
左
ら
ご
持
参
下
さ
い
。

一
問
い
合
わ
せ
先

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所

宙
九
四
六
|
一

三
四
六

役
場
保
険
年
金
課

富
九
六
四
l

二
O
O

一

(内
線
二
五
三

)

ヴ
ガ
1
4
4ン
グ
ぢ
修
康
づ
く
り

適
度
な
運
動
は
健
康
の
秘
訣

運
動
不
足
は

、

血
管
な
ど
体

内
の
あ
ら
ゆ
る
器
官
や
組
織

を
衰
え
さ
せ

、

生
活
習
慣
病
を

促
進
さ
せ
ま
す
。

普
段
か
ら
適

度
な
運
動
習
慣
を
身
仁
つ
け

、

病
気
巴
な
り
巴
く

い
身
体
を
作

り
ま
し
ょ
う

。

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で

は
、

誰
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る

、

一
番
手
軽
で
安
全
な
運
動
法

で
あ
る
ウ
ォ
l

キ
ン
グ
を
推
進

す
る
だ
め

、

次
の
も
の
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

①
記
録
用
紙

歩
い
だ
距
離

(
一
日
五
M
ず

つ
)
が
記
録
で
き
ま
す
。
重
信

町
を
出
発
し

、

札
幌
市
を
ゴ
ー

ル
す
る
二
千
五
百
闘
を
記
録
す

る
よ
う
巴
な
っ
て
い
ま
す
。

②
反
射
テ
l

プ
付
き
タ
ス
キ

夜
間
巴
歩
く
人
の
だ
め

、

光

る
タ
ス
キ
を
希
望
者
の
万
巴
配

布
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
近
所
を
散
歩
す
る
つ

も
り
で

、

気
軽
に
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

八
月
一
日
現
在

、

干
二
百
九

十
三
名
の
万
が
登
録
し
、

健
康

づ
く
り
の
定
め
巴
歩
い
て
い
ま

す
。

歩
い
左
距
離
が
五
百
川
区

な
れ
ば
銅
メ
ダ
ル

、

千
五
百
M

で
銀
メ
ダ
ル

、

二
千
五
百

M
の

ゴ
ー

ル
到
着
者
巴
は
金
メ
ダ
ル

を
進
呈
し
ま
す
。

役
場
保
険
年
金
課
国
保
係

富
九
六
四
|
二
O
O

一
的

ウォーキングの健康効果

*腰痛・膝痛や骨粗しよう
症の予防にも f

*ストレスを解消 f

*老化を防ぐ f

*肥満を防ぐ 1

*高血圧を抑える f

*動脈硬化を防ぐl

「
年
金
電
話
番
」あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

質
問
と
そ
の
窓
口
え
が
収
録
さ
れ
て
お
り、

利
用
さ
れ
る
方
が

「利
用
の
し
お
り
」
芯

ど
で
お
聞
き
巴
な
り
左
い
質
問
番
号
を

ご
確
認
の
う
え

、

電
話
の
音
戸
巴
よ
る
案

内
巴
し
左
が
っ
て

ダ
イ
ヤ
ル
ま
左
は
プ

ッ

シ
ュ
し
て
い
疋
だ
く
と

、

自
動
的
巳
音

声
又
は
フ
7
ツ

ク
ス
巴
よ
り
回
窓
口、

か
得

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
巴
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お

、

「
年
金
電
話
番
利
用
の
し
お

り
」
は

、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

、

松
山
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

、

市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
巴
備
え
て

あ
り
ま
す
。

年
金
ホ
i

ム
ベ
i

ジ

平
成

一
O
年
一
二
月
か
ら
社
会
保
険

庁
よ
り
年
金
巴
関
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ガ
開
設
さ
れ
ま
し
定
。

こ
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
は

、

年
金
の
裁
定

請
求
や
各
種
届
書
等
の
手
続
き

、

年
金

巳
関
す
る

一
般
的
な
ご
質
問
巳
対
す
る

回
答
な
ど
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
提
供
さ
せ
て
い
だ
だ

く
こ
と

巳
よ
り

、

年
金
の
請
求

、

年
金
受
給
者
の

手
続
き
等
巴
つ
い
て
ご
理
解
を
い
左
芝

き
、

被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

へ
の
年
金
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
だ

。

《ホ
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ド
レ
ス
》

フ
円
[
刀

・

ミ
ミ
〈
〈
〈
〈
コ

O
コ
ズ
ぎ
-G
O
」
刀
\

2 

応
募
資
格
町
内
在
住
の

小
・
中
・
高
校
生
及
び
一
般

応
募
用
紙
四

O
O
字
詰
原

稿
用
紙
五
枚
以
内
で
一

人

一
占
…

課
題
図
書
書
名
は
指
定
し

な
い
が
町
内
各
小
・
中
学

校
図
書
室
巴
あ
る
図
書
及

び
町
立
図
書
館
仁
あ
る
図

書
提
出
期
限
九
月
二
二
日
附

提
出
先
重
信
町
立
図
書
館

(小
・
中
学
生
は
学
校

で

ま
と
め
て
提
出
)

表
彰

入
賞
者
巴
は

、

賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
す

。

主
催
重
信
町
教
育
委
員
会
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父
母
や
祖
父
母
か
ら
、
住
宅
取

得
資
金
の
贈
与
を
受
け
疋
と
き

(配
偶
者
の
父
母
及
び
祖
父
母
か

ら
の
贈
与
は

、

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
)

は
、
次
の
要
件
巴
あ
て
は
ま
れ
ば

、

一 、

五
O
O
万
円
ま
で
の
部
分
巴

つ
い
て
五
分
五
乗
万
式
(
贈
与
を

受
け
巨
財
産
の
価
額
を
五
分
の
一

巳
し
て
税
額
を
計
算
し

、

そ
の
税

額
を
五
倍
し
て
納
税
額
を
算
出
す

る
万
法
)
巴
よ
り
贈
与
税
額
を
計

算
す
る
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、

贈
与
税

、

か
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
特
例
を
受
け
ま
す
と

、

三

O
O
万
円
ま
で
の
住
宅
取
得
資
金

の
贈
与
巴
つ
い
て
は
贈
与
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

特
例
の
対
象
と
な
る
住
宅

①
新
築
住
宅

②
建
築
後
二
O
年
以
内

(
マ
ン
シ

ヨ
ン
等
の
耐
火
構
造
の
場
合
は

建
築
後
二
五
年
以
内

)
の
中
古

(既
寄
)
住
宅

住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
の
特
例

を
受
け
る
に
は

①
贈
与
を
受
け
芝
人
は

、

日
本
国

内
巳
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
贈
与
を
受
け
だ
年
の
翌
年
三
月

一
五
日
ま
で
巴

、

そ
の
資
金
の

全
部
を
居
住
用
家
屋
の
新
築
又

は
取
得
巴
充
て
る
こ
と

③
そ
の
家
屋
は
床
面
積

、

か
五
0
2

m

以
上
で
あ
る
こ
と

④
贈
与
を
受
け
だ
年
の
翌
年
三
月

一
五
日
ま
で
仁

、

そ
の
家
屋
巴

居
住
し
て
い
る
か

、
又
は
居
住

す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見

込
ま
れ
る
こ
と

⑤
贈
与
前
五
年
以
内
仁
お
い
て

、

自
己
又
は
配
偶
者

、

ガ
所
有
す
る

住
宅
用
の
家
屋
巴
居
住

し

て
い

な
い
こ
と

⑥
そ
の
年
分
の
合
計
所
得
金
額

、

か

一 、

二
O
O
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と

⑦
既
巴
こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け

定
こ
と
が
な
い
こ
と

特
例
を
受
け
る
に
は
申
告
が
必

要
で
す
。

贈
与
税
の
申
告
書
巴
こ
の
特
例

を
受
け
る
旨
を
記
載
す
る
と
と
も

に
、

戸
籍
謄
(
抄
)
卒
、
登
記
簿
謄

(抄
)
本、

住
民
票
の
写
し
な
ど
一

定
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

詳
細
巴
つ
い
て
は

、

税
務
署
巴

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

(例1)贈与額300万円の場合
(基礎控除) (課税価格)

300万円 -:-5-60万円 =0円

(例2) 贈与額 1 ， 000万円の場合
(基礎健除) (課税価格)

1 ， 000万円 -:-5-60万円=140万円
(税率) (贈与税額)

140万円 x 10%X5=70万円

(例3) 贈与額 1 ， 500万円の場合
(基礎鐙除) (課税価絡)

1 ， 500万円 -:- 5-60万円 =240万円
(税率) (控除額) (贈与税額)

(240万円 x20%-1 7 . 5万円)X5=152.5万円

※通常計算の贈与税額との比較
通常計算 特例計算

(例 1) 30.5万円 O円
(例 2) 283万円 70万円
(例 3) 530万円 152 . 5万円

〈特例適用時の計算例〉

軽減額

30 . 5万円
213万円

377 . 5万円

9月の納税
国民健康保険税第4期

納税期限 9月 30日同

町
外
の

口 金
座 融
振機
替
が関
可か
拙ら
在も

現
在

、

町
内
の
各
金
融
機
関

並
び
巴
伊
予
銀
行
小
野
安
店
で

町
税
等
の
口
座
振
替
納
付
を
行

っ
て
い
ま
す
が

、

九
月
一
日
か

ら
町
外
の
金
融
機
関
で
も
口
座

振
替
が
で
き
る
よ
う
巴
な
り
ま

し
だ
。

利
用
さ
れ
る
万
は

、

振
替
を

実
施
す
る
金
融
機
関
の
窓
口
巴

あ
る
振
替
依
頼
書

、

ま
左
は

、

役
場
に
あ
る
「
ハ
ガ
キ
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し

、

申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

既
仁
口
座
振
替
を
実
施
し
て

い
る
万
で

、

金
融
機
関
を
愛
更

す
る
場
合
ち

、

新
規
と
同
様
の

申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

O
取
扱
店

え
ひ
め
中
央
農
業
協
同
組
合

本
所
及
び
支
所

伊
予
銀
行
本
店
及
び
県
内

す
べ
て
の
支
店
・
出
張
所

愛
媛
銀
行
本
店
及
び
県
内

す
べ
て
の
麦
店
・
出
張
所

愛
媛
信
用
金
庫
本
店
及
び

県
内
す

べ
て
の
支
店

O
対
象
科
目

町
県
民
税

、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、

水
道
料
金

、

集
落
排
水
使

用
料

、

保
育
所
保
育
料

、

羽
稚

園
保
育
料

、

国
民
年
金
保
険
料

、

町
営
住
宅
使
用
料

、

介
護
保
険

料
。定

吉
し

、

町
県
民
税
は
普
通

徴
収
分
と
し
、
特
別
徴
収
分
は

対
象
科
目
か
ら
除
き
ま
す
。

な
お

、

介
護
保
険
料
は

、

平

成
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
実
施

い
だ
し
ま
す
。

O
対
象
者

重
信
町
へ
納
付
す
る
町
税
等

の
納
付
者
及
び
そ
の
家
族
等
で

す
。

O
口
座
掻
替
の
実
施
の
時
期

役
場
、
ガ
、
月
末
ま
で
巳
取
扱

店
か
ら
振
替
依
頼
書
及
び
振
替

申
込
書
(
ハ
ガ
キ
)の
写
し
を
受

け
付
け
だ
場
合
は

、

そ
の
翌
月

分
か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま

す
。

な
お

、

月
末
が
士
・
日
曜

日
及
び
祝
日
の
場
合
は

、

そ
の

前
日
の
営
業
日
を
受
付
日
と
し

ま
す
。

固
定
資
産
税

、

3 広報しげの.:3i 9月号
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学
級
長

山
崎
満
智
手

婦

リ
サ
イ
ク
ル
の
楽
し
さ

え
ひ
め
環
境
フ
ェ
ア
ガ

、

六
月
下
旬
巴

、

ア
イ

テ
ム
え
ひ
め
で
開
催
さ
れ
ま
し
左
。

会
場
で
は

、

環
境
保
全
活
動
や
リ
サ
イ
ク
ル
機

器
等
の
展
示
実
演

、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

、

無
農

薬
野
菜
等
の
即
売

、

午
後
巳
は

、

見
城
美
枝
子
さ

ん
の

「
す
ば
ら
し
い
環
境
を
次
世
代
巴
つ
な
げ
る

だ
め
巴
」
の
基
調
講
演

、

「
一
二
世
紀
を
環
境
の

時
代
巴
j

や
っ
て
み
よ
う
工
コ
ラ
イ
フ
1

」
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
等

、

ガ
行
わ
れ
ま
し

定
。

婦
人
会
で
ち

、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店
し

ま
し
だ
。

出
し
物
は

、

廃
油
粉
せ
っ
け
ん

、

ボ
力

シ
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
つ
左
小
物
入
れ

、

ド
ラ
イ

フ
ラ
フ
ー

で
作
つ
色
飾
り
物

、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
と

、

こ
の
日
の
為
巴
講
師
を
招
い
て
作
つ

定
壁
掛
け
等
で
す
。

こ
の
壁
掛
け
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
布
を
張
り

、

キ
ウ
イ
の
枝
で
わ
く

を
作
り

、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
つ
左
も
の
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
づ

く
り
実
演
で
は

、

毎
日
水

や
り
を
し
な

く

て
も
良
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
つ

だ
植
木
鉢

、

ゆ
か
左
を
ホ
ー
ム
ウ
エ
ア

C
リ
フ
ォ

ム
、

こ
わ
れ
だ
傘
の
布
を
使
つ
だ
袋
作
り
等

、

か

あ
り
ま
し
だ
。

ポ
力
シ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

、

ボ
力

シ
の
作
り
方

、

使
い
万
を
熱
、
心
仁
説
明
さ
れ
て
い

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
だ
。

こ
の
会
に
参
加
し
て

、

リ
サ
イ
ク
ル
の
楽
し
さ

を
教
わ
り

、

捨
て
る
前
仁

、

何
か
巴
使
え
な
い
か

な
と
考
え
て
か
ら
拾
て
る
よ
う
巴
な
り
ま
し
だ

。

婦
人
会
近
藤
清
手

人

0
2
 

婦
人
教
育
指
導
者
中
予
地
区
研
修
会
参
加

川
内
町
巴
お
い
て
七
月
七
日

附
中
予
地
区
研
修

会
が
開
催
さ
れ

、

重
信
町
か
ら
一
四
名
参
加
し
ま

し
定
。

主
催
者
の
挨
拶
で
始
ま
り

、

オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ

ョ

ン
の
後

、

愛
媛
県
立
と
べ
動
物
園
長
山
崎
泰
先

生
叫
私
も
動
物
だ
か
ら
め
講
演

、

か
あ
り
ま
し
左
。

テ
ン
ポ
の
速
い
口
調
で
話
さ
れ
る
中
巴

、

0

あ
り

、

か
と
う
と
ご
め
ん
な
さ
い
が
言
え
る
人
巳
。

o

価
値
観
の
わ
か
る
人
聞
に
。

0

一
つ
ぱ
呑
ん
で

、

一
晩
考
え
て
言
う
。

o

自
分
の
欠
点
の
分
か
ら
な
い
人
巴
な
ら
な
い
。

o

優
し
さ
か
ら
出
る
強
さ
が
本
当
の
強
さ
。

。

「
す
み
ま
せ
ん
」
は
動
物
巴
、
人
間
巴
。

等
の
言
葉
が
心
に
残
り

、

反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
定

。

生
き
て
行
く
中
で

、

お
ご
る
事
な
く
、
謙
虚
な
気

持
ち
を
心
掛
け
だ
い
と
思
い
ま
し
定

。

午
後
は

、

第
一
、
第
二
分
科
会
巴
別
れ

、

「
青

少
年
と
家
庭
」
「
心
豊
か
な
人
生
と
は
」
の
発
表
と

意
見
変
換
が
あ
り
ま
し
だ
。
特

C
第
一
分
科
会

「
青
少
年
と
家
庭
」
で
藤
岡
会
長、

万
発
表
し

、

多
く

の
人
の
共
感
を
よ
ん
で
い
ま
し
足
。

産
地
交
換
で
は

、

町
の
ミ
一
一
プ
ラ
ン
ト
を
使
っ

て
製
造
し
定
食
物
廃
油
石
け
ん
を
販
売

、

完
売
し

ま
し
左
。

多
く

の
婦
人
会
員
と
心
の

交
流
を
図
る
こ
と

、

が

で
き

、

私
だ
ち
に
と
っ
て
有
意
義
な
研
修
会
で
し

足
。

婦
人
会

菅
野
那
加
予

4 

重信町女性会議(女性14団体加盟)は、 9月 14日 、 独居・寝左きり老人の万を対象|こ、 恒例のfふれあい箇間jを

行います。(共催 :重信町社会福祉協議会)

この訪問で皆さんの心と触れ合うことを一同楽しみ|こしています。 藤岡{育子女性会議議長



シリーズ
介護保険制度④

10月 1日から要介護認定の申請受付開始
む介護鰍ではどのような人が対象となるのですか?
乙よ\ 介護保険では、次のような場合に申請をし、認定を受け疋とき|こサ ビスガ利用できます
て_:_'J (1) 65歳以上の人(第1号被保険者)が、原因!こ関係なく日常生活|之介護や支援ガ也、要となっ疋場合。
(2) 40歳から64歳の人(第2号被保険者)ガ\脳血管障害や初老期痴呆など老{じlこ伴う病気(特定疾病)

!こより日常生活!こ介護や麦援が必要となっ左場合。左とえば、交通事故などで障害が残り、介護
や吏援が也、要|こ芯つだ場合は、介護保険の対象|こはなりません。

島介護サービスを利用したいとき臥どうすればいいのでしょうか?
r~ r介護保険」は、保険証を措参すればいつでも医師|こかかれる医療保険とは遣います。介護サービ

ヤ_:_7} スを受けるだめには、 まず、役場の窓口に要介護認定の申請を行い、その人が介護を必要としてい
る状態(要介護状態)1こあるか、まだ、その介護 lこ l必要な程度はどのくらい芯のか!こついての認定

(要介護認定)を受けなければなリません。

「いざ、介護が必要! Jとなっ左ときあわてない定め|こも、介護サ ビス利用までのおおまかな流
れをつかんでおきましょう。

介護サービスを利用するまでの流れ

介護ガ必要になっ左ときは、役場窓口(保険年金課 介護保険係)1こ申請して<芝さい。

申請は、指定居宅介護支援事業者や介護保険施設などのサービス事業者に相談すると、

申請を代行してもらうことができます。まだ、本人や家族が申請することもできます。

役場の職員や、役場から委託を受け左介護吏援専門員ガ、家庭等を訪問し、心身の状態な

ど|こついて調査します。

訪問調査の結果や、かかりつけ医の意見書をもと|こ、介護認定審査会!こよる審査・判定

が行われます。

要介護・要吏援|こ該当する認定を受け定場合、要介護状態|こ応じてどのサ ビスをどの

よう lこ利用するかという介護サービス計画(ケ?プラン)を作成します。専門機関!こ依頼す

ると、介護吏援専門員(ケアマネジャー)刀、本人や家族の意見を取り入れ、事業者と連絡調

整を行い左よからより刻果的な計画を作ってくれます。なお、作成の費用負担はありません。

介護サ ビス計画にしだガ、って、在宅サービスや施設サービスを利用します。 利用者は、

原則としてその費用の1割を自己負担してい疋芝きます。施設サービスや一部の在宅サー

ビスを受け左場合は、 1割の自己負担のほか、食費や日常生活費などの負担があります。

ま定、要介護状態|こよって利用限度額が決められますので、それを超え定分は全額自己負

担仁左よります。なお、要吏援の万は、介護保険の施設サービスを受けることはできません。

サービス提供の開始は、平成12年4月 1 日からです。

※組lこ加入している世帯|こは、合月号の広報と一緒|こ介護保険|こ関するパンフレツ卜を配布しますので、ご覧下さい。

説明会に是非ご出席を!
すで lこご存知のよう|こ、介護保険制度が平成12年4月 1 日から始まります。

本町では、この制度|こ関して、さらに皆さんのご理解を深めてい定吉<定め、

各地区ごと lこ、 8月下旬から順次説明会を実施しています。

お住まいの地区で説明会が開かれるとき lこは、ぜひご参加<定さい。

5 広報しげのぷ 9月号

問い合わせ先

役場保険年金課

介護保険係

冨964-2001

内線551 ・ 552
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圃
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で
t
と
』

一
&
，t
吋
h
'
u

ま
だ
ま
だ
で
き
る
!

あ
な
た
の
食
生
活
改
善

健
康
改
善
教
室

「
お
な
か
の
肉
(
皮
下
脂
肪
)
が
気

巴
な
る
。
」
「
体
の
内
の
隠
れ
芝
脂
肪

(
内
臓
脂
肪
)
ガ
気
仁
な
る
。
」
「
合
年

こ
そ
、
や
せ
て
み
せ
る
!
」
と
決
意

し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
る
万
々
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

肥
満
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
色
め
に
、
合
固
は

食
生
活
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
料
理

講
習
を
計
画
し
ま
し
定
。
食
事
制
限

は
つ
ら
い
と
考
え
て
い
る
万
、
ご
自

分
に
〈
己
つ
左
食
生
活
の
見
直
し
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
一
O
月
一
三
日
制

午
前
一
O
時
j

午
後
一
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
調
理
室

講
師
福
祉
課
管
理
栄
養
士

渡
部
嘉
珠

※
当
日
は
エ
プ
ロ
ン
と
お
米
一
合
を

ご
措
参
く
古
さ
い
。

(
注
)
舎
回
の
料
理
講
習
は
先
着
五

O
名
で
す
。
定
員
巴
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
定
吉
き
ま
す

0

4つ
ま
で
受
講
さ
れ
て
い
る
万
も
新

疋
巴
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
期
間
九
月
二
七
日
制

j

一
O
月
一
日
働

電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※ 対料 と と 受年施の等腸診くでの lこをまとは尿す受立院 右元
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市町名

K町

重信町

S市

73 

第
四
八
回
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル

(
愛
媛県
・
愛
媛
県
歯
科
医
師
会
主
催
)

o
v
に
お
い
て
、
志
津
川
の
山
内
和
美
さ
ん

、
教

-
行
く
ん
親
子
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た

0

3

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
三
歳
児
健
康
診
査
の

聞
受
診
者
か
ら
、
母
子
と
も
に
健
康
な
歯
を
も

沙
っ
て
い
る
親
子
を
選
ん
で
診
査
を
行
い
ま
す
。

吋

受
賞
さ
れ
た
山
内
和
美
さ
ん
か
ら
、
次
の

ザ
よ
う
な
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。ちF苅区苅t~

母と子のよい歯のヨシクール優秀賞!

皆
さ
ん
、
子
育
て

ぞ
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。

同

私
は
、
三
女
と
一

忠
男
の
母
で
す
。
今回、

同
母
と
7
7の
よ
い
歯
の

己
コ
ン
ク
ー
ル
巴
入
賞

闇
し
左
の
は
、
末
手
の

ゆ
》
長
男
と
私
の
ぺ
?
で

聞
す
。
賞
を
い
左
古
い

U
ザ
定
か
ら
と
言
っ
て

-
ち
、
特
別
に
皆
さ
ん

段
と
違
つ
左
生
活
を
し

圃
て
い
る
訳
で
も
芯
い

少
と
思
い
ま
す
。
勤
め

吋
を
括
っ
て
い
る
私

少
は
、
ヱ
J
供
と
接
す
る

べ
時
間
ち
充
分
で
は
な

戸
い
と
、
残
念
な
が
ら

匂
思
い
ま
す
。

国r

で
も
強
い
て
言
え
ば
、
手
育
て
を
楽
し
み
、

匂
手
供
と
共
巴
成
長
し
、
手
供
巴
教
え
ら
れ
て

聞
い
る
私
。
予
供
と
接
す
る
時
は
、
思
い
つ
き

辺
り
手
供
の
視
線
で
を
モ
ッ
ト
ー
巴
し
て
い

固
ま
す
。
(
「
ウ
ツ
ソ
|
。
」
と
回
り
か
ら
、
声
、
が

冶
》
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
ね
。
そ
り
ゃ
そ
う
で

回
す
。
感
情
的
巴
な
り
、
つ
い
怒
っ
て
し
ま
う

ω
ザ
こ
と
ち
、
時
々
《
多
々
?
》
あ
り
ま
す
。
で
も
、

6 

山内和美さん・教行くん親子
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ポリオ予防接種
ポリオは、別名“小児マヒ"と呼ばれ、ポリオウイルス!こ感染す

ると 100人中5~6人はかぜのような症状、発熱・頭痛・ O~吐が現れ、

まれに運動麻痩がおこります。ポリオ予防接種は、生後3~90か月

未満の閏|こ、 6週間以上の間隔で2回、経口服用します。(毎年5 ・

10月 |こ実施)弱毒化されだ安全なフクチンですが、まれ|こ麻痩を

起こすことがあります。 (100万人!こ 1人程度)予防接種手帳および

予防接種ガイドブック等をよく読み、接種を受けましょう。

日程| 対象児

平成什年2月 1 日 ~6月30日生まれ

及び生後90か月未満の未接種児

平成10年7月 1 日~平成11年1 月 31 日生まれ
及び生後90か月未満の未接撞戸

午後2時~2時30分(時間厳守)

町民会館 2階大ホール

母子健康手帳、予防接種手帳(予診票)、印鑑、体温計

下痢をしていると受けられません。

10月 1 日樹

10月7日休)

受付時間
場所

持参昂

注意事頂

※予防接種!こついてご不明な点は福祉課保健婦までお問い合わせ下さい。

風しん・三種混合2期予防接種
風しん及び、三種混合二期(ジフテリア・

破傷風)の予防接種を下記のとおり実施しま
す。学校から配布される説明書をよく読み、
希望される方は学校!こ申込書を提出して下
さい。

なお、町外小・中学校に通う児童・生徒の
皆さんで、予防接種を希望される万は、事前
lこ福祉課保健婦までご連絡下さい。

予防接種名 対象者 実施煽所 日程

風しん※ 中学2 ・ 3年生 重信中学校 9月22目。~

上林・拝志小学校 10月 5 日ω

三種混合2期 小学6年生 南吉井小学校 10月 6日制

(思量風ジフテリア) (11 .1 2歳) 北吉井小学校 10月 1 38~J<)

町民会館 10月19日ω

※中学生で行う風しんの予防接種は、昭和54年4月2 日
~昭和62年10月 1 日までの筒!こ生まれだ人!こついて平
成15:t日月30日まで行います。

〈居予保健〉
*舎月の保健日程食

と き 事業名 受付じかん 対象 ところ

9 日(木) 10か月児乳児相談 9 : 45~1 0 : 00 H10年11月生

9日同 4か月児健康診査 13: 30~14: 30 H11年4月生 町民会館

9月 21 日ω (2 さい2歳う児さ生ぎ活の学生級活学級〉 9 : 45~1 0 : 00 H9年2 ・ 3月生

10 ・ 24日樹
育児相談教室

9 ・ 30~11 : 00 幼児と保護者 南吉井保育所(<まさん教室)

3 ・ 17日樹 (ピ育力児ピ相力談く教ら室ぶ) 9 ・ 30~11 : 00 幼児と保護者 町民会館

〈老・成人〉
①健康診査

事業名

膏がん・大腸がん検g2

受付じかん | 対象

7 : 30~9 : 30 1 40歳以上の住民
ところ

町民会館

と き | 事業名 | 開催じかん

I 10 ・ 24日倒 |栄養相談(要予約964-4 170) 1 9 : 00~11 : 00 
17日樹 | 健康生活相談 1 9 : 00~1 1 : 00 

27日目~29日制 巡回健康相談 |詳細は保健婦まで

③健康教育

対象 ところ

町民会館

役場保健婦室

各地区

{主民

と き 事業名 開催じかん 対象 ところ

10日働 健康改善教介室④ 13 : 30~15 : 00 町民会館「家庭|こおける 護苦労話」

9月 20日但) 「あ食な生左活の改塩善加地減区い講い加習減会| つ」 住民 下林集会所

「骨食折生り活損改lこ善芯地らな区い講定習め会CJ 
9 : 30~12 : 30 

30 日(木) 牛測集会所

ア
コ一室
名

一製
業
一
目

リ
一事
一
山

ビ
二

リ
寸
l

寸

順
一
き
一
闘

訓
即
一
川

能
一
;

機
一

④
「 開催じかん

13 ・ 30~15 : 30 

7 広報しげのぷ 9月号

対象

住民

ところ

町民会館



園El
幅
広
く
理
解
と
共
感
の
得
ら
れ
る

人
権
教
育・
啓
発
を

人
権
擁
護
推
進
審
議
会
の
答
申

七
月
二
九
日

、

人
権
擁
護
推
進

審
議
会
の
答
申
、
刀
、
法
務
大
臣
、

文
部
大
臣

、

総
務
庁
長
官
巴
提
出

さ
れ
ま
し
だ
。

こ
の
答
申
は

、

平

成
九
年
三
月
二
五
日
巳
施
行
さ
れ

だ
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
巴
基
づ

い
て
設
置
さ
れ
左
人
権
擁
護
推
進

審
議
会
が

二
年
余
り
の
審
議
を
経

て
ま
と
め
左
も
の
で
す

。

正
式
の
名
称
は
「
人
権
尊
重
の

理
怠
に
関
す
る
国
民
相
互
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
教
育
及
び
啓
発

に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進

に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い

て
」
で
、
こ
れ
巴
よ
り
、
合
後
の

人
権
教
育
・
啓
発
の
基
本
的
な
在

り
方

、

か
示
さ
れ
疋
わ
け
で
す
。

Aフ
ロ
吉
で
は
、

こ
の
答
申
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て

、

こ
れ
か
ら
の
本
町

の
人
権
教
育
・
啓
発
の
在
り
万
を

考
え
て
み
だ
い
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
の
町
民
か
ら
幅
広
く
理

解
と
共
感
が
得
ら
れ
る
人
権
教

育
・
啓
発
を
推
進
し
て
い
く
だ
め

巳
、

ま
ず

、

次
の
四
点
を
基
本
姿

勢
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
横
々
な
人
権
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
、
総
合
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

同
和
問
題

、

か
重
要
な
柱
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
先
般
の
町
同
教
総

会
で
確
認
し
ま
し
定
。

同
時
に
、

そ
の
他
巴
様
々
芯
課
題
、
が
あ
る
こ

と
も
共
通
理
解
し
合
い
ま
し
だ

。

人
権
感
覚
は

、

様
々
芯
問
題
を

様
々
な
機
会
を
通
し
て
考
え
て
い

く

こ
と
巴
よ
っ
て
身
巴
付

く
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

偏
り
の
な
い
幅
広

い
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

二
人
権
問
題
は
似
の
在
り
方
に

か
か
わ
る
問
題
で
す
。
押
し
付

け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

長
い
年
月
で
培
わ
れ
て
き
だ
価

値
観
は

、

定
と
え
そ
れ
が
誤
っ
て

い
左
と
し
て
も

、

一
方
的
な
押
し

付
け
で
は
改
め
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

余
計
巴
か
左
く
な

巴
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

日
常

生
活
の
具
体
的
芯
経
験
等
を
通
し

て
感
性
と
し
て
磨
か
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

。

三
住
民
か
ら
あ
ま
ね
く
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
、
内
容
・
方
法

等
に
つ
い
て
は
主
体
性
を
も
っ

て
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
教
育
・
啓
発
を

、

二
部

の
人
だ
ち
の
だ
め
の
も
の

H

と
考

え
ず

、

町
民
一
人
一
人

、

刀
、

H

私

、

か
大
切
巴
さ
れ
て
い
る
活
動

H
と

捉
え
る
よ
う
巴
な
り
左
い
も
の
で

す
。
全
て
の
町
民
か
ら
理
解
と
共

感
の
得
ら
れ
る
内
容
・
万
法
を
確

立
す
る
定
め

、

推
進
仁
あ
左
っ
て

主
体
性
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

四
異
な
っ
た
意
見
に
も
耳
を
傾

け
る
よ
う
に
し
、
自
由
な
意
見

の
交
摸
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

人
権
教
育
・
啓
発
の
在
り
万
巴

つ
い
て
は

、

多
様
な
意
見
が
あ
っ
て

当
然
で
す
。

ひ
ろ
い
心
で
お
互
い
の

意
見
仁
耳
を
傾
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

何
で
も
話
せ
る
雰
囲
気
づ

く
り

、

本
音
の
話
せ
る
場

、
、つ
く

り
を
出
発

点
巴
し
だ
い
と
思
い
ま
す
。
自
己

啓
発
は

、

多
様
な
意
見
の
中
か
ら

自
ら
が
選
択
す
る
も
の
で
す

。

吾
供
を
も
っ
と
も
っ
と
知
る
た
め
に

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
連
絡
会
議

r
g
h
h
b
r
司
〉
三
両
岡
崎
?
、
内
陸
同iト
・
-
t
畠
'
吋
向
i

も
う
一
由
民
家
庭
を

必
究
b
m
d

九
二
歳
贋
J
'
n
f戸苛
語
、
臨

R
1
ぷ

見
直
そ
う
i

第
一
回
重
信
町
い
じ
め
・
不
登

・

善
悪
の
ル
ー
ル
な
ど
巴
関
す
る

校
問
題
連
絡
会
議
が

、

七
月

一
三
し
つ
け
を
し
よ
う
。

日
に
開
催
さ
れ
、
最
重
点
事
項
と

・

参
観
日
巳
出
席
し
よ
う
。

し
て
、
「
あ
い
さ
つ
運
動
や
声
か

・

父
親
の
会
を
つ
く
ろ
う
。

け
運
動
の
展
開
」
を
継
続
す
る
こ
三
家
庭
内
で
予
供
巴
役
割
を
持

と
、

ま
芝

、

定
せ
よ
う
。

O
子
供
と
遊
ぶ
運
動
の
展
開

・

お
手
伝
い
を
さ
せ
よ
う
。

O
地
域
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
・
お
使
い
を
さ
せ
よ
う
。

O
よ
り
よ
い
環
境

ゃ

つ
く

り
四
手
供
部
屋
を
与
え
る
時
期
を

O
非
行
の
防
止
、
交
通
安
全
指
導
慎
重
巴
蓄
え
よ
う
。

の
強
化
芯
ど
が

、

重
点
事
項
と
し
・

予
供
、
か小
さ
い
と
き
は

、
一
緒

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
左
。

非
行
・
の
部
屋
で
寝
ょ
う

。

い
じ
め
・
不
登
校
を
な
く
し

、

青
五
親
が
地
域
と
の
か
か
わ
り
を

少
年
健
全
育
成
の
定
め
巴

、

各
関
深
め
よ
う

。

係
機
関
や
団
体
、
組
織
の
代
表
者

・

地
域
の
会

、

行
事
巴
積
極
的
巴

五
十
五
名
の
方
々
が
問
題
の
連
絡
参
加
し
よ
う
。

会
議
委
員
と
な
り

、

そ
れ
ぞ
れ
の
・
大
人
同
土
の
あ
い
さ
つ
を
深
め

立
場
か
ら
具
体
的
な
ご
提
言
を
い
よ
う

。

芝
山
疋
き
ま
し
左
。
-
一
世
代
前
の
人
か
ら
学
ぼ
う
。

そ
の
中
で
の
一
部
で
す
が

、

望
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
だ
。

ま
し
い
家
庭
づ
く
り

C

つ
い
て
ご
子
育
て
巴
自
信
の
な
い
万

、

心

紹
介
し
ま
す
。
配
ご
と
の
あ
る
万
、
悩
み
を
一
人

一
親
子
の
会
話
を
大
切
巴
し
よ
で
抱
え
込
ま
ず
巴
ヱ

J
育
て
支
援
の

う
。

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
巴

・
朝
の
あ
い
さ
つ
を
励
行
し
よ
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

う
。

親
が
困
難
巴
立
ち
向
か
い
な
が

・
食
事
を
家
族

一
緒
に
と
ろ
う
。
ら
予
育
て
巴
努
力
す
る
姿
は
、
必

(
食
事
中
は
テ
レ
ビ
を
消
そ
う
)
ず
手
ど
も
左
ち
の
心
仁
響
き
ま

二
父
親
が
手
育
て
巴
参
加
し
ょ
す

。

-
つ
。

8 



f呆

平
成
一
二
年
度
の
町
立
保
育
所

入
所
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
勺

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の

理
由
の
定
め
家
庭
で
の
保
育
巴
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合。

川
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

ω
家
庭
内
で
子
供
と
離
れ
て
働
い

て
い
る
。

ω
妊
娠
中
か
出
産
後

、

聞
か
な
い
。

判
病
気
ま
だ
は
心
身
巴
障
害
を
有

す
る
。

同
病
人
等
の
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
。

例
災
害
の
復
旧
巴
当
足
っ
て
い

る
。

入
所
手
続

申
込
書
は
、
役
場
福
祉
課
ま
左

は
各
保
育
所
巴
あ
り
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え

、

各
保
育
所

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

育

pJi 
受
惜
期
間

一
O
月
一
日
か
ら
一

日
ま
で
。

(
出
産
等
の
理
由
で
途
中
入
所
を

r
、
〆
、
ノ
、
/
、
/
、
ノ
t
、
〆
、
ノ
九
ノ
・
、
/
、
〆
、
.
〆
、
〆
、
〆
、
ノ
、
ノ

k
/
、

ι

，

希
望
す
る
万
も
、
期
間
内
巴
申
請

し
て
下
さ
い
。
)

保
育
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
。
芝

、

定
し
、
特
区
必
要
と
認
め

る
場
合
に
限
り
、
早
朝
・
延
長
保

育
を
い
定
し
ま
す

。
(
定
吉
し
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
で
す

。
)

保
育
料

各
家
庭
の
課
税
状
況
巴
よ
り
決

定
し
ま
す
。

(
平
成
一
二
年
四
月
下
旬
決
定
予
定
)

福
祉
課
窟
九
六
四
|
二

O
O

一
的

(
内
線
二
五
二
)

一
月
三
O

保育所名 入所司能年齢 電話

双葉保育所 11 ヶ月~ 964-2233 

南吉井保育所 6ヶ月~ 964-2235 

南吉井第二保育所 11 ヶ月~ 964-3122 

拝志保育所 1才~ 964-3003 

上林保育所 3才~ 964-6111 

幼

平
成
一
二
年
度
入
園
の
幼
稚
園

児
を
次
の
と
お
り
事
集
し
ま
す
。

入
園
資
格

町
内
に
住
所
が
あ
り

、

在
住
し

て
い
る
幼
児
。

年
齢
は
次
の
と
お

り
で
す
。

-
一
年
保
育
(
五
才
児
)

平
成
六
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
七
年
四
月
-
自
の
間
巴
生

ま
れ
左
幼
児
。

-
二
年
保
育
(
四
才
児
)

平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
八
年
四
月
一
日
の
間
仁
生

ま
れ
左
幼
児
。

-
三
年
保
育
(
三
才
児
)

平
成
八
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
九
年
四
月
一
日
の
間
仁
生

ま
れ
左
幼
児
。

稚

園

諸
費
用

入
園
料
(
入
園
時
)

保
育
料
(
月
額
)

そ
の
他
の
諸
費

入
園
手
続

各
却
稚
園
に
あ
る
入
園
願
書
巴

必
要
事
項
を
記
入
の
上

、

幼
稚
園

巴
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
伺
期
間

一
O
月
一
巳
か
ら
二
月
三

O

日
ま
で
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
教
育
課

ま
左
は
各
却
稚
圏
ま
で
。

教
育
委
員
会
窟
九
六
四
l
一
五
O
O
仰

重
信
幼
稚
園
窟
九
六
四
|
二
一O九
二

北
吉
井
却
稚
園
霞
九
六
四
|
五
九
五
二

五
、

0
0
0
円

四
、

0
0
0
円

給
食
費
等

保育所・幼稚園マッフ。

9 広報しげのぷ 9月号

歴
民
9

月
の
展
示

志
津
川
の
青
野
竜
山
(
隆
夫
)

さ
ん
の
陶
磁
器
展
で
す
。

先
祖
か
ら
俳
句
の
道
を
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
が

、

そ
の
俳

句
を
さ
れ
つ
つ

、

若
い
と
き
か

ら
興
昧
を
措
定
れ
て
い
だ
焼
き

物
展
。

備
前
・
小
鹿
田
・
織
部
・

一
秋
・
天
目
・
三
喜
・
辰
砂
・

染

付
け
な
ど
と

、

幅
広
く
、
器
の

造
形
芝
け
で
な
く

、

士
と
紬
薬

の
使
い
分
け
に
心
さ
れ
て
い
る

の
が
特
長
で
し
ょ
う
か
。
楽
し

く
な
る
展

示
九
月
末
ま
で
の
予

定
で
す
。

九
月
の
休
館
日

ぅ
・

3
5
.
9
0
3

{

1

1

1

2

2

 

7
0
1
J
 

2
q
u

下
」



一
回
ヶ
嶺
一
日
登
山

一

澄
み
切
つ
だ
秋
晴
れ
の
下
、
自

然
と
と
も
仁
歩
き
ま
せ
ん
か
。

と
き
一

O
月
二
四
目

。

午
前
八
時
(
町
民
会
館
出
発)

午
後
四
時
頃
(
町
民
会
館
着)

募
集
人
数
九

O
名
(
先
着順
)

参
加
費
無
料

申
し
込
み
資
格

小
学
生
以
上
の
町
内
居
住
者

(小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

参
加
希
望
者
は
事
前
巴
教
育
委

員
会

(町
民
会
館
内
)
ま
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

持
参
昂
弁
当
・
雨
具
・
そ

の
他

(
双
眼
鏡

、

力
メ
ラ

、

自

分
巴

合
つ
左
医
薬
品
等
)

平成10年皿ヶ嶺登山

親
子
で
佐
田
岬
ヘ

タ
力
・

小
鳥
の
渡
り
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

一
O
月
三
日
目

午
前
七
時
(
町民
会
館
出
発
)

(
雨
天
の
場
合
一O
月
一
七
日
目
)

内
容
佐
田
岬
先
端
で
の

タ
力

(
ハ
チ
ク
マ
・
サ
シ
パ
)
・小
鳥
の

渡
り
観
察

参
加
資
格
町
内
在
住

の
小
・
中

学
生
の
親
?
?
。
(
大
人
の
み
の

参
加
可
)

募
集
人
数
二
八

人

参
加
費
無
料

講
師
日
本
野
鳥
の
会
会
員

奥
川
健
一
先
生

持
参
口
問
弁
当
・
雨
具

(括
っ
て
い
れ
ば
双
眼
鏡

)

申
し
込
み
締
め
切
り

九
月
三
O
日
同
(先
着
順
)

、，

へ
し
げ
の
ぶ
一

信
隆
暴
の
日
記
念
コ
ン
サ
川
市
三

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
一

O
月
二
目

白

午
後
七
時
開
場

午
後
七
時
二
一0
分
開
演

出
演

愛
媛
大
学
交
響
楽
団

曲
目
ビ
ゼ

l

「力
ル
メ
ン
」
第

一
組
曲
よ
り
ア
ラ
ゴ
ネ
ー
ズ

ビ
ゼ
|
「
ア
ル
ル
の
女
」
第
二

組
曲
よ
り
メ
ヌ

エ
ッ
ト
、
フ
ア

ラ
ン
ド
ー
ル
他

入
場
料
大

人
一 、
0
0
0

円
(
当

日
一
、
二
O
O
円
)、

小
・
中
・
高
生

五
O
O
円
(
当日
六
O
O
円
)

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
宮
廷
音
楽

と
き
一

O
月
二
二
日
ω

午
後
七
時
開
場

午
後
七
時
三
0
分
間
演

出
演
平
尾
雅
子

(
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
只
)

副
嶋
恭
子
(チ
ェ

ン
バ
ロ
)

曲
目

M
・

マ
レ
組
曲
二
短
調

H

・
パ
l

セ
ル
ラ
ウ
ン
ド

オ
1

組
曲
第
二
番
卜
短
調
他

入
場
料

大
人
一
、
五
O
O
円
(当

日
一
、
七
O
O

円
)
、
小・
中
・
高

生
七
O
O
円
(当
日
八
O
O
円
)

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

重
信
町

重
信
町
教
育
委
員
会

前
売
り
券
発
売
所
町
民

会
館
、
役

場
、

愛
媛
大
学
・
松
山
大
学
生
協
他

共会
催場

一ν
&
1
1
れ
文
化
祭
出
晶
応
募
要
頂

/
1

/

1

 美
術
展
文
芸
大
会

出
晶
種
別

水
墨
画
・
絵
画
・
書

〈
俳
句
〉

道
・
写
宣
(
・
手
工
芸
・
陶
芸
・
華
道
選
者

(
未定
)

※
出
口
凹
点
数
・
サ
イ

ズ
等
巴
つ
い
て
は
、

応
募
数
一

人
当
季
雑
誌
三
旬
で

申
込
用
紙
で
確
認
し
て
下
さ
い
。
尚
、
未
発
表
作
口

田
巴
限
る
。

華
道
巳
つ
い
て
は
、
町
内
華
道
社
中

備
壱

当
日

の
席
題
は
、
一
人
二

を
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

旬
以
内
で
未
発
表
作
品
巳
限

出
品
資
格

-
町
内
在
住
者
ま
定
は
出
身
者
る

〈
短
歌
〉

・
町
内
勤
務
者
お
よ
び
通
学
者

選
者
武
市

公
手
先
生

出
晶
料
無

料
(
無
審
査
)

応
募
数
一

人
当
季
雑
詠
三
首

で

申
し
込
み
方
法

未
発
表
作
品
巴
限
る
。

町
民
会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
巴

〈
川
柳
〉

必
要
事
項
を
記
入
し

、

一
O
月

選
者
上
岡
喜

久
子
先
生

二
五
日
開
ま
で
巴
町
文
化
協
会

宿
題
「
す
ん

な
り
」
「
海
」
「
ナ|

事
務
局
仁
提
出
(
一
八
日
か
ら

ス
」
「
わ
く
わ
く
」
の
四
題
の
そ

受
付
)

れ
ぞ
れ
巴

、

二
旬
を
投
句
す
る
。

作
品
雛
入

備
考
当
日
の
席
題
は

、
一
人
二

二
月
二
日

ω

旬
以
内
で
未
発
表
作
品
巴
限

午
前
八
時
三
O
分
j

午
後
五
時

る
。

展
示
作
業

〈
申
し
込
み
方
法
〉

二
月
四
目

的

午
前
八
時
三
O
分
j
午
後
九
時
ハ
ガ
キ
等
巴

、

住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
一

O
月
二

作
口
問
雌
出

二
月
七
日
日
五
日
ま
で
巴
町

文
化
協
会
事
務
局

午
後
五
時
j
午
後
九
時

へ
提
出

。

不
可
抗
力
に
よ
る
損
害
巴
つ
い
て
は
、
責

町
文
他
協
会
事
務
局

任
を
負
い
ま
ぜ
ん
の
で
ご
ゴ
承
下
さ
い。

重
信
町
田
窪
二
三
七
O

※

一
般
の
万
の
作
品
は
町
民
会
館
重
信
町
民
会
館
内

で
お
預
か
り
較
し
ま
す
。

窟
九
六
四

一
五
O
O
紛
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d
t
d
)
(
)
(

、
〔

J
t
l
r
t
o
)
(
)
(
t
t
t
t
t

明

烏
ヶ
議
城
跡
叢
林
と
稲
荷
五
社
神
祉
の
社
叢

申
案1潰

R
什
号
線
を
川
内
巴
向
か
い

、

新
横
は
、
道
ら
し
い
道
の
な
い
急
な
斜
面
で
て

、

照
葉
樹
林
の
残
存
寸l

U
副
r
t
t
t

目

引

市
河
原
橋
手
前
か
ら
左
巴
折
れ
る
と
県
道
す
か

、

登
り
き
る
と

、

分
か
り
に
く
い
林
と
し
て
、
中
予
で
は
一

容
品
国
圃
・
圃・
園
圃
圃
圃
庶民
h

軍
寺
尾
・
重
信
線
。
け
れ
ど

、
興
昧
の

あ
る
人
に
と
っ
て
は
特
筆
す
べ
き
希
少
な
群
一

鋼
掛
院
国
圃圃
・
・
・
・
圃
圃
圃
嘆

日
ほ
ほ
九
キ
ロ
で
「
こ
こ
か
ら
奥
重
信
の
う
れ
し
く
な
る
中
世
の
山
砦
跡
。
落
で
あ
り
、
将
来
巴
わ
一

必
園
周
回
園
田
・
・・
圃
圃
.
，

-

目
景
観
が
始
ま
り
ま
す
よ

」と
、

関
門
の
よ
か
つ
て
の
山
之
内
は

、

目
北
吉
井
村
左
っ
て
重
信
の
自
然
遺
一

凶
圏
臨
圃
・
・
・
・
・

1

~
う
に
道
路
上
巳
ま
で
生
い
茂
る
樹
々
を
最
多
の
人
口
を
抱
え
る
村
活
で
し
左

。

産
と
し
て

、

「
厳
重
巴
保

一

輔
阻
圃
園
圃・
・
・
圃
液

ぺ
持
つ
山
が
、
馬
ケ
巌
城
跡
の
叢
林
で
す
。
交
通
は

、

山
裾
の
ギ
リ
ギ
リ
か

、

沼
原
存
す
べ
き
叢
林
で
す
ヒ

、

一

d
幽
園圃
・
圃
・
圃
咽河

u

t

標
高
三
七
0
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
ま
で
石
の
道
な
き
道
を
だ
ど
っ
疋
の
で
し
ょ
東
雲
短
大
の
森
川
園

-

r
園
田
園
・

・
圃
房

一

し

一

歯
圃
盟
圃
圃
圃
園
園
田

‘

介

A
L
U
l
u
u
u
u
u
u

u
u
u
u
u

う
が
、
こ
の
烏
ケ
君

、

康
・
松
井
宏
光
両
氏
の
調
一

轟
盟

国
圃
園
田

恥

紹

二
開
必圃
圃
園
開
融
脳
晒
薄
開
練
純一一
書
道
後
の
両
平
野
を
査
指
導
が
あ
り
ま
し
定
。
一

祖
国
園
・
・
・F

記

三
襖
胸
掴
圃
闘
臨
画
暢守1
1一
結
ひ

、

現
在
の
丹
原
町
烏
ケ
獄
を
過
ぎ
て
す
一

恥
醐
圃圃
圃
圃
ズ

〆

一
襲

E

踏
圃
園
田
園
-
E
圃
-
E
R

r--
'
iz
-
-
二

一
巳
抜
け
る
最
短
コ
ー
ス

ぐ
巴
、
大

野
(
〈
口
橋。渡
一

通

園
田

-
E
・
E

・

パ
企
園
田
動
翻
幽
翻
脳
園
圃
園
開
袋
一ち白
一一
で
あ
り、

中
世
の
こ
ろ
っ
て
右
折
す
る
と
稲
荷

一

畠闇
圃・
園
周
醐
園
山

口

二

国闘
盟
留
置
園
田
鵬

;
一

は
、
人

馬
の
通
い
を
監
五
社
神
社
へ
の
長
い
坂
一

緬
圃

E
E

を

v
連
盟
輔
副

圃
-
-
F
r
u一一
視
をす
る
に
は
、
最
適
道
と
石
段
で
す

。
一
国
圃
圃
園

側

ν

一一百
人
右
姐
魁
陸
揚
溜
凋
時
過園
田
園
・
圃
圃同月
一
円F

一一
の
地
で
あ
つ
だ
か
と
思
上
が
り
き
る
と
目
前

一

『趣
薗
園
田
園
・
圃
圃
園
文

二
-瞳
置

一-
PE
r
r
-二
三
日

曜
圃
圏

…

時
一昨描
輔
，
f

lf一一
九
一一
問
の
z
i

ヨ
一
冗
日
日
一
週
国

的

自
一

幸
一
、べ
Jh
J
瀦
蝉
'
幽
・
聞
'
ふりrf
一
イ-恥

一
ヶ
ょ
う
巴
茂
る
樹
々
は
、
い
姿
を

田
区
す
る
こ
と

一

一
:
η
a
圃
圃
・
指

化
一畑
作
品:
JY
聞
朝
炉
内

一鳥
目
の
高
さ
で
二
四
三
セ
が
で
き
ま
す
。
「
ー
ー
ー
ト

い
川

1

1

子
、仁川
二
一h
r
L
Uげ
辺
町
三7
2
4

将
司
目
立
詰
松
井
両
氏
の(
一

切
一

:
おわ
織
作
也
五九
円
イ
ア
一
一一一
ガ
シ
な
ど
を
包
み
込
む
ど
の
?
力
ガ
シ
が
悠
然
と
枝
を
張
リ
、
品
汗
。

定
一

-
一
息
緩
惣
血
E
U
ji-
-
r
J
J
J一
一一
ょ
う
巴
、
ス
ダ
ジ
イ
・
ケ
社
の
背
後
に
は
、
こ
の
社
叢
を
よ
り
社

i
?

の
里
朝
、
長
い
急
な
階
殿
坂

ペ

唯
一
高
齢
回
開
怯
型
刊
行
日
日
翌
日
切
り
川
ア
カ
ガ
シ
コ
日
耳
目

M
U
M
U
M
滝
川
一

帯
一

た
心
温
園
田
・
・
・
眠)
J
JF
F一
登
る
巴
つれ
て
蛮
わ
る
か
つ
て
は

、
松
山
平
野
の
あ
ち
こ
ち
の
心
意
気
が

、

鎮
守
の
森
を
守
り
育
て

A

~
「
九
一
比
品
目

E
E

白

川

比
一
林
相
の
規
模
は
別
と
し
巴
あ
つ
だ
と
思
わ
れ
る
原
生
林
の
姿
を

て
き
左
と
思
う
こ
と
し
き
り
で
す
。

い
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区分 7年 18年年目 9年 10年 41年1 年目 51年2年目 日-11 年
事由の概要計画年 2年目 3年目 計

議
i成員 / 。 。 。 。 。 (減員事由)
増員 / 。 。 。 。 。

A企与 差引 ν 。 。 。 。 。 (増員事由)
コ，，-

職員数 2 2 2 2 2 。

総
i成員 / 。 。 2 3 (減員事由)
増員 / 。 。 。 。 。 業務民間委託

務 差引 v 。 。 ム1 ム2 ム3 (増員事由)
職員数 27 27 27 26 24 ム3

減員 / 。 。 。 。 。 (減員事由)
税 地員 / 1 。 。 2 

務 差引 ν 1 。 。 2 (増員事由)
職員数 6 7 B B 8 2 収納業務増
減員 / 2 。 。 。 2 (減員事由 )

民 増員 i 。 2 2 4 日

生 差引 lど ム2 2 2 4 6 (増員事由)
職員数 51 49 51 53 57 6 介護保険等増

衛
減員 / 。 。 2 (減員事由)
増員 / 2 3 。 。 5 欠員不補充

生 差引 ν 2 3 ム1 ム1 3 (士曽員事由)
職員数 9 11 14 13 12 3 清掃業務増

農林水
i成員 / 。 。 3 4 (減員事由)
t曽員 / 。 。 。 。 。 欠員不補充
差引 iど ム1 。 。 ム3 ム4 (増員事由 )

産 職員数 18 17 17 17 14 ム4

i成員 Jど 。 。 。 。 。 (滅員事由)
商 増員 ど 。 。 。 。 。

工差引 レ/ 。 。 。 。 。 (増員事由)
職員数 。

土減員 / 。 。 2 3 (減員事由)
増員 / 。 。 。 欠員不補充

木差引 ν ム1 。 ム2 ム2 (泊員事由)
職員数 18 17 17 18 16 ム2

式を~~.:~~~~:~.~;lt:.:;
-?迎えられJるミ::

己主:::ii:;j!と夫婦役

心
つ
年、

金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
る
ご
夫
婦
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。重

信
町
で
は

、

合
年
金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫

婦
を

、

一
O
月
開
催
予
定

の
社
会
福
祉
大
会
(
式
典
・

記
念
行
事
)
巴
ご
招
待
い

左
し
ま
す

。

金
婚
式
該
当
の
ご
夫
婦

に
は

、

九
月
中
旬
仁
福
祉

大
会
の
ご
案
内
を
い
左
し

ま
す
の
で

、

ぜ
ひ
出
席
下

さ
い
。

な
お

、

名
簿
に
誤
り
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

1
U
 冨

九
六
四
|
二
O
O

一
一
切

金
婚
式
該
当
ご
夫
婦

(
敵
称
略
)

〔
山
之
内
〕

・
弓
立
禎
蔵
・
ツ
ル
手

・
中
島
環
・
キ
ヨ
子

〔
樋
口
〕

・
藤
岡
英
夫
・
幸
手

・
和
田
七
良
・
美
代
子

〔
横
河
原
〕

-
増
田
正

一
・
ツ
ユ
コ

・
松
原
義
光
・
キ
ミ
工

・
久
保
芳
夫
・
敵
手

〔
志
津
川
〕

-
和
田
吉
人
・
節
手

・
吉
岡
清
茂
・
キ
フ
ヱ
J

・
河
原
文
雄
・
擁
手

・
大
西
武
・
豊
司

・
山
内
大
次
郎
・
キ
ヨ
ミ

・
岩
川
朝
常
・
ト
ミ
予

-
橘
裕
明
・
ヨ
ネ
力

-

三
搭
末
雄
・
十
三
子

・
栗
田
政
宏
・
フ
力
子

〔
西
岡
〕

・
岡
本
馨
・
美
枝
子

・
丹
生
(
〈ロ鬼
子
雄
・
路
子

・
和
田
勝
正
・
ヨ
シ
子

-
片
山
登
茂
衛
・
美
代
子

・
菊
池
教
忠
・
力
ナ
コ

〔
見
奈
良
〕

・
林
友
久
・
ヒ
サ
工

・
橋
本
要
・
タ
タ
ミ

〔
田
窪
〕

-
東
昭
二
・
喜
士
山
江

12 

-
海
稲
勝
・
力
ツ
マ

・
水
田
正
三
・
ヒ
サ
コ

・

山
内
頼
衛
・
ヤ
ナ
ヱ

・
菊
池
弘
之
・
ツ
ヤ
コ

・
佐
伯
滋
・
マ
ス
ミ

〔
牛
淵
〕

・
平
岡
清
一
・
久
悪

・
松
田
勝
・
ス
ミ
エ

・
大
西
隆
成
・
市
子

-
村
上
正
一
郎
・
富
士
手

・
小
山
義
孝
・
豊
手

・
立
山
幸
孝
・
ミ
ツ
ル

・
菖
原
幸
雄
・
富
子

・
見
山
勇
・
和
子

〔
南
野
田
〕

-
上
野
麗
美
・
純
香

・
明
賀
忠
義
・
芳
枝

・
武
智
賓
・
?
サ
コ

-
高
橋
大
蔵
・
員
佐
美

〔
野
田1
丁
目
〕

-
亀
井
定
・
千
恵
子

〔
上
林
〕

-
森
茂
良
・
義
子

〔
下
林
〕

-
森
秀
男
・
イ
サ
予

・
森
要
・
キ
ヨ
力

・
森
熊
雄
・
ア
ツ
ミ

・
窪
田
彰
宗
・
虞
佳

・
野
中

一
二
三
・
ナ
ヲ
ミ

・
三
瀬
修
・
ア
サ
力

・
野
中
吾
首
・
光
子

〔
上
村
〕

・
高
市
幸
徳
・
百
合
手



区分 重信町 国

( 10年度支給割合) ( 1 0年度支給割合)
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手当 6月 期 1.6月 分 0.6月 分 6月期 1 .6月 分 0.6 月 分
1 2月 期 1 . 9 月 分 0.6月 分 1 2月 期 1 .9 月 分 0 . 6月分
3月期 0.55月 分 3月 期 0.55月 分

勤勉手当 計 4.05月 分 1 .2月分 計 4 .05月 分 1 .2月分
職制上の段階、総務の 職制上の段階、職務の
級等によ る加算措置 有 級等による加算措置 有
(支給率) 自己都合 勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 2 1 . 0 月 分 28.875 円 分 勤続20年 2 1 . 0 月 分 28.875月 分
勤続25年 33 .75月分 44 . 55月 分 勤続25年 33 . 75 月 分 44. 55月 分
勤続35年 47. 5月分 62.7月 分 勤続35年 47 . 5月 分 62.7月分
最高限度額 60.0 月 分 62 . 7月 分 最高限度額 60.0 月 分 62 .7月 分

退駿手当 その他の加算j昔置 国と同じ その他の加算措置定年前早期退磁
特例措置(2%-

退職時特別昇給 固と同 じ 20%加算)
退職時特別昇給 1号俸

1 人当たり
平均支給額 4.797千円 一一一

(8) 職員手当の状況

(注)退聴手当の1人当たり平均支鉛額は、前年度に支給した前聡種に係る暖員に支給された平均額です。

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 30.8% 

支給対象職員1 人当たり平均支給年額 69 ， 613円

手当の種類(手当数) 7 

0保育所保母手当

特殊勤務
支給額の

0幼稚園教諭手当

手 当 多い手当
0町税徴収事務手当

0国土調査手当

( 10年度)
代表的な手当の名称

0野犬等処理手当

0保育所保母手当

多くの職員に 0幼稚園教諭手当

支給されている 0町税徴収事務手当

手当 O国土調査手当

0野犬等処理手当

25 ， 238千円

129千円

1 6 ，578千円

85千円

支給総額

職員 1 人 当 たり支給年額

支給総額

職員 1 人当たり支給年額

区分 内 附廿円 国の制度との巽同

ム配偶者1 6 ， 000円 ム扶養親族2人まで5 ，500円
(職員に扶養親族でない配偶者がある場合そのうち1

扶養手当 人について6 ，500、配偶者がない場合そのうち1 人に 同 じ
ついて11 ， 000円)、その他の扶養親族2 ， 000円
ム満1 6歳から22歳まで子1 人につき5.000円
①借家ム基礎控除額1 2 ， 000円 ム全額支給限

住居手当
度額11 .000円 ム2分の1 加算限度額1 6 .000円

同 じ
②持家 ム新築購入から5年間2 ， 500円

ムその他1 .000円
-交通用具使用の場合 (2km以上-20同未満のみ記載)
片道2附以上-5km未満2 ，000円

通勤手当 片道5km以上- 10km未満4 ， 1 00円 同 じ
片道10附以上-1 5km未満6 ， 500円
片道15km以上-20km宋満8.900円

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

• 
•••••••••••••••••• 

••• 

(4) 職員の初任給の状況

一般行政職の級別職員数の状況
(平成11 年4月 1 日現在)

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 B級 計

標準的な
主事補 主事 主査 係長 所長 所長 課長 課長

ン職務内容
緩師補 技師 保母 主査 課長補佐 課長補佐 所長

保母 保母 保母 係長

職員数 9人 39人 1 8人 1 8人 20人 1 4人 1 1 人 3人 1 32人

権成比 6.8% 29.6% 13.6% 13.6% 15.2% 10.6% 8.3% 2.3% 100% 

1年前の
8.9% 30.4% 11.1% 17.0% 13.3% 9.6% 8.2% 1.5% 100% 参禍成比

考 5年前の
20.9% 24.8% 16.3% 12.4% 10.1% 7.0% 4.6% 3.9% 100% 

1構成比

(6) 

(注) 1 重信町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(7) 昇給期間短縮の状況

区分 合計 一般行政職 妓自E労務職

職員数 (A) 1 64人 1 35人 29人

10年度
普通昇給期間 ( 1 2-24月)を

20人 20人 0人
短縮して昇給した職員数( B)

比率 (B)/(A) 12.2% 14.8% 。%

職員数(A) 1 62人 1 33人 29人

9年度
普通昇給期間 ( 1 2-24月 ) を

1 9人 19人 0人
短縮して昇給した職員数 (B)

比率 (B)/(A) 11.7% 14.3% 0% 

1 3 広報しげのぷ 9月号
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。害鳥島被害対策事業費補助金
役場産業諜

富964-2001側内線434

猪・猿の田・畑等への侵入防止

資材購入費 lこついて補白金を交付

い左します。

内容は次のとおりです。

対象 トタン、網等の購入費用

補助率補困対象経費の2分の1

( 1 ， 000円未満切り捨て)

適用期間 平成11 年4月 1 日以降

lこ設置しだもの|こ限る。(但し、

平成9 ・ 10年度c補回を受け疋

箇所は除く。)

申請書は産業課|こあります。位

置図、資材の領収書、写真を添付

し、 9月 30日まで|こ役場産業課|こ

提出して下さい。

ま芝、現地設置確認を行います

ので、資材を撤去する前|こ書類の

提出をお願いします。

@てかぼちゃカーニバル
重信町農業後継者事務局
富964-2001側内線434
とき 9月 12 日(日)

10 : OO~ (小雨決行)

ところ重信)11緑地公園

グラウンド

かぼちゃ櫛入日時

9月 11 日∞ 9 : 00~17 : 00 

9月 12 日(日) 7: 00~9 : 00 

かぼちゃ搬入場所

カーニバル会場

※当日 Id:下記のとおリ、会場周辺

を交通規制しますのでご3承下

さい。

なお、かぼちゃの搬出は必ず翌

⑪秋の花フェスティバル
愛媛県花き総合指導センター

富964-5867

とき 10月 1 日樹・ 2日∞

9 : 00~16 : 0。

(2日は15 : 00まで)

ところ 愛媛県花き総合指導

センター

展示内容

新しい花・珍しい花の紹介

花き展、趣味園芸展

フラワーデザイツ展

いけばな展、 押し花展等

行事内容

花の種・ポット苗プレゼント

フラフーオークシヨン

ふるさと市コーナー及びバザー

フラフーデザイン教室等

⑪世紀デザイン切手術
重信郵便局
富964-2100

20世紀を象徴する題材を選定し

て切手|こし左ものを、平成11年8

月から平成12年12月まで毎月 1 回

発行します。全17枝で 1 枚740円

(80円8種・ 50円2種)です。 9月21

日ωまで予約を受け付けます。予

約受付期間中|こ全17枚の購入を申

し込まれだ万|こオリジ、ナルグッヌ、

をプレゼントします。

。方消費者講座
愛媛県松山地方局
富946-3700

とき 9月22日体)

13 : OO~ 16 : 00 

ところ 松前町文化センター

内容

「税関行政と知的所育権侵害物

品(コピー商昂〕の概要について」

「省エネ住宅の需給動向と将来

の見通し」

※参加ご希望の方は地方局までご

連絡下さい。参加料は無料です。

Informationi� 
⑪峨振興券の使用期限は

9月末まで
役場総務課

富964-2001側内線214
重信町では、国の地域振興券交

付事業!こより、平成什年3月26日

から地域振興券の交付を開始しま

しだ。 8月末現在で交付対象者の

内99.7%の万ガ、振興券を受け取っ

ています。

一方、使用率は86%でま芝使わ

ずlこ措っている万がいらっしゃる

ようです。「しまい忘れ」等ない

よう|こご使用く定さい。

なお、重信町地域振興券が使用

できるのは、 9月30 日まで、と毛よっ

ていますのでご留意く芝さい。

@通事故の発生状況
松山南交通安全協会
富958-6558

823 
11 

987 I -6 
(松山南警察署管内)

・県下の死亡事故増加率、全国フ

ースト 1

・死者増加率59.4%は、近年|こな
い異常な数値

・よく見る止まる徐行するそして

ベルト

重信まごころ銀行|こ次の万か

ら金一封を寄付下さいまし左。

温かい善意ありがとうございま

す。(敬称略)

〈香典返し〉

平岡陸自(田 窪)亡父・正一

小椋岩雄(牛淵)亡妻・チヨ手

大森隆茂(下 林)亡母・永本八重手

岡宮干童子(樋 口)亡夫・正美

佃金善(樋口)亡母・マツ

14 



六
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
く
の

万
巴
利
用
さ
れ
て
い
る
総
合
公
園

(
西
岡
)
の
多目
的
広
場
横
の
管
理
棟

巴
東
温
高
校
美
術
部
の
生
徒
ら
に
よ

る
壁
画
、
か
完
成
し
ま
し
だ
。

サ
ッ
カ
ー
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
イ

メ
ー
ジ
し
だ
も
の
が
描
か
れ
て
お

り
、

何
で
も
な
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
き

れ
い
な
壁
画
巴
霊
身
し
ま
し
定
。

ツ
イ
ン
ド
ー
ム
重
信
と
共
に
皆
さ

ん
の
来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

利
用
申
し
込
み
は
教
育
委
員
会
施
設

課
ま
で

富
九
六
四
|
一
五
O
O

的

雨
の
申
が
ん
ば
り
ま
し
た

手
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
刀
、
八

月
一
日
日
ツ

イ
ン
ド

l

ム
重
信

、

総
合
公
園
多
目
的
広
場
他
で
行
わ

れ
ま
し
定
。

途
中
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
キ
ッ

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
会
場
で
は
雨

が
降
り
始
め
、
水
も
し
左
足
る
い

い
男
の
予
・
女
の
手
巴
な
り
芯
が

ら
、
み
ん
な
元
気
巴
プ
レ
イ
し
て

い
ま
し
だ
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

A
-フ
ロ
ッ
ク

優
勝
見
奈
良

準
優
勝
八
反
地

第
三
位
田
窪
南

A

B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
下
林

B

田
窪
北

第
三
位
横
河
原
A

西
岡

※
雨
天
の
定
め
、

優
勝
・
三
位
と
ち

各
二
チ
ー
ム

C

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
下
林

A

準
優
勝
北
野
田

第
三
位
志
津
川

~t. 

〈
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〉

骨

A

ブ
ロ
ッ
ク

目

優
勝
上
村

一

準
優
勝
北
野
田
・
新
村

(合
同
)

第
三
位
見
奈
良

B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
下
林
A

準
優
勝
志
津
川
A

第
三
位
樋
口

〈
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
〉

A

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
田
窪
南

準
優
勝
牛
測
団
地

A

第
三
位
堀
池
・
西
岡

(合
同
B
)

Jri
p
-

B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
田
窪
北

準
優
勝
南
野
田

第
三
位
下
林

(表
紙
写
真
説
明
)

|
」

一夏
の
思
い
出
い
っ
ぱ
い
で
き
た

1

一

八
月
二
・
一
二
日
、
山
之
内
小

一

一学
校
跡
キ
ャ
ン
プ
揚
で
、
夏
休
み
恒
例

一

一
の
わ
ん
ぱ
く
広
場
野
外
キ
ャ
ン
プ
が
行

わ
れ
ま
し
定
。

こ
れ
は
小
学
四
年
生
以
上
の
予
ど
ち

を
対
象
巴
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
会
日

年
は
初
め
て
、
川
内
町
の
わ
ん
ぱ
く
教

­

室
の
予
ど
も
芝
ち
と
合
同
で
行
い
、
総

一勢
一
二
O
人
の
に
ぎ
や
か
な
集
ま
り
に

一な
り
ま
し
足
。

一

台
風
が
過
ぎ
去
っ
定
後
の
と
て
も
厳

し
い
暑
さ
の
中

、

協
力
し
合
っ
て
テ
ン

ト
を
張
つ
左
リ

、

力
レ
ー
を
作
つ
だ
り
、

重
信
川
で
泳
い
定
り
し
ま
し
左

。
参
加

し
左
手
ど
も
だ
ち
は
、

「
み
ん
な
で
火
を
つ
け
疋
キ
ャ

ン
プ

フ
ア
イ
ヤ
ー
が
一
番
心
巴
残
つ
だ
。
」

「
友
達
が
左

く
さ
ん
で
き

­

E
よ
。
来
年

­

も
参
加
し
左

い
。
」

一

「
川
で
左
く

さ
ん
の
生
き

物
を
み
つ
け

一

定
よ
。
」

一

と
、
多
く
の
楽

し
い
思
い
出

一

を
聞
か
せ
て

­

く
れ
ま
し
だ
。

一
15 広報しげのぷ 9月号
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高橋明穂ちゃん (H10.9.13生)

「明るい子12な-れ!.J
(父・真也母・明美)野田1丁目

元気な重信っ子を募集します1
掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に保護者

のコメントを添えて役場総務課までお送り下さい。

戸籍切窓
お誕生おめでとう
住所 出生児 保護者 生年月日

野田2丁目 早川大貫 (憂 7 ・ 5

横河原
阿部凌リ eょ う我r.I 

武雄 7 ・ 5

上林 中野し舜ゅん平ぺい 孝昭 7 ・ 6

下林 永井 仁じん 大介 7 ・ 8

志津川 渡部菜月 雅弘 7 ・ 9

志津川 大南裕樹 英樹 7 ・ 9

牛測 大野蚕岳 充弘 7 ・ 9

西岡 米谷友紀 ぜIC士コ一- 7 , 17 

竹森愛横沼原 尚樹 7 ・ 19

田窪 山下由申 海ゐ 将寿 7 ・ 19

志津川 武智有香 〉雲 7 , 27 

樋口 渡部美ゐ 来< 貫昭 7 ・ 29

樋口 浜岡渚 直人 7 ・ 30

(8月 10日までの届出分)

お悔やみ申し上げます
住所 氏名 年令 死亡日

見奈良 兵頭時光 71 7 ・ 11

牛淵 大川時男 80 7 ・ 13

田窪 松田真一 28 7 • 15 

横河原 堂本正則 74 7. 19 

田窪 平岡正一 73 7 ・ 19

志津川 西川浩平 47 7 ・ 22

牛淵 小掠チヨ予 71 7 ・ 22

田窪 川端定信 88 7 ・ 25

志津川 井上信子 66 7. 27 

下林 5k木八重子 87 7 ・ 28

志津川 木村ハナヨ 93 7 ・ 29

野田1丁目 別府頼雄 83 8 ・ 6

見奈良 池川晴資 91 8 ・ 9

上林 菅原ヒデコ 84 8 ・ 9
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1
1
 

やさないごみ(空き缶・金属類、びん・ガラス類) (全地区)

やさないごみ(ペットボトル、その他) (横河原区)

ごみ(横河原区)

各幼稚園運動会(雨天の場合は翌日)

L王寺E464K4量元二[三00三 ----r亙二量二
番医山本内科 川内町北方富966

さないごみ(空き缶・金属類、ぴん・ガラス類) (全地区)

やさないごみ(ペットボトル、 その他) (横河原区)

大ごみ(横河原区)

中学校体育祭(雨天の場合は翌日 )

番医国立療養所愛媛病院重信町機河原箇964-2411
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